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dS四輪車同士の右折対置進の事故

～「発見の遅れ」の防止が事故回避に効果的～

約8割が対向車の「発見の遅れ」によって発生
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四輪車両士の車両相互事故における第 1 当事者の人的要因 〔交通事故統計デー タ（2009～2018年）〕

*1前方不注意とは「脇見や考えごとで発見が遅れた」、安全不確認とは「安全確認を行わず発見が遅れた」「安全確認が不十分で発見が遅れた」など、
判断の誤りとは「相手まで、の距離や速度の判断を誤った」「相手が譲ってくれると恩って注視を怠った」なと

‘

の人的要因をいう。
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また、年齢層による傾向 について見ると、65歳以上 （高齢者）と 64歳以下の 年齢層別の人的要因は

ほぼ同様の構成割合であり（図1)、年齢層によらず右直事故の発生要因は共通していることが分かります。
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図1 四輪車同士の右直事故の年齢層別の第1当事者による人的要因
〔マクロデータ（2009～2018年）〕

次に、図2に四輪車同士の右直事故を発生場所別に示します。交差点が全体の9割弱、 そして信号

ありで7割以上起きています。

交差点、では、対向車以外に横断歩行者、自転車、右折先の車両など右折時の事故に関わる対象が

複数存在し、さら に信号あり交差点では車線数が多い場合や交通集中によって対象自体の数が多く

なることで事故の発生割合が高くなっていると考えられます。事故を回避するには、交差点の多くの対象

から危険を早く I発見jすることが大切だと考えられますが、右直事故において、安全不確認などの対向車

の「発見の遅れjを生んでいるそもそもの原因は何なのでしょうか？
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図2 四輪車同士の右直事故の発生場所〔マクロデータ（2009～2018年）〕

＠右折車による対向直進車のI発見の遅れjはなぜ起きるのか？
．対向直進車を I発見jしたのはいつか？

ここからは、 2009 ～ 2018 年のミクロデ ー タの右直事故のうち右折車ドライバ ー に起因した事故

に絞り、対向直進車のI発見の遅れjの原因 について見ていきます。まず、I発見jした地点を確認した

いと思います。右折車ドライバ ーは、いつ対向直進車を「発見jし、衝突したのでしょうか？
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